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会  議  録 

会 議 名 第２８期小金井市公民館企画実行委員の会議 第４回 

事 務 局 公民館貫井南分館 

開 催 日 時 令和６年１１月５日（火）午前１０時～１１時３０分 

開 催 場 所 公民館貫井南分館学習室Ｂ 

出 席 委 員 
大木健至委員、齋藤美恵子委員、鈴木民子委員 

根岸和幸委員、持田良子委員、山下寛委員 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局 員 八方浩之主査、伊藤修主事、永嶋汐美（会計年度職員） 

傍 聴 の 可 否  可 
傍聴者

数 
 なし 

傍聴不可・一部 

不可の場合は、 

その理由 

 

 

 

会 議 次 第 １ 公民館運営審議会（１０月２日、１５日開催）の報告 

２ 令和６年度貫井南分館 今後の講座（計画）について 

  企画実行委員からの提案 

３ 各講座の報告と計画 

【報 告】 

  〇成人学校「楽しくトレッキング 都民の森～紅葉編・

桧原村」 

  〇成人学校「今日から始める いきいき腸活講座」 

【計 画】 

  ○成人学校「追いかけ梅結びの水引正月リース制作」 

  〇高齢者学級「けやき学級」準備会 

４ その他 

 

 次回の日程 令和６年１２月３日（火）午前１０時～ 

                     学習室Ｂ 
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審議経過（主な発言要旨等） 

 

１ 公民館運営審議会（１０月２日、１５日開催）の報告 

 【１０月２日開催分】 

 ⑴ 報告事項 

①東京都公民館連絡協議会 委員部会の報告について 

令和６年度第４回都公連委員部会の報告事項、協議事項についての報告がされ

た。 

②公民館事業の報告について 

貫井南分館からの報告はなし。 

⑵ 協議事項 

   公民館有料化について 

    それぞれの資料について事務局から説明があった。（資料から一部抜粋） 

ア「第３７期第７回公運審での主な意見と整理すべき事項について」 

   「活性化」 

   ・諸室の一つを交流スペースにできないか。 

   ・未利用時間帯のアピールが足りていない。 

   「減免、受益者」 

   ・塾や習い事は受益者負担が妥当 

   ・会費か月謝か、実費化収益かの区別が必要 

   「利用ルール」 

   ・公民館使用団体が増えるほどルールがおざなりになっている。活性化や減免

対象と並行した検討が必要 

   ・キャンセル料の取扱い 

イ「小金井市公民館利用のガイドライン（案）」 

  公民館の利用について、館ごとに、その取扱いに差異や誤解が生じないよう、

使用できる活動内容を例示することにより、適正な貸出しが行えるよう基本的な

取扱い基準をまとめた内容で事務局から提案があった。細部の調整等があり、継

続の扱いとなった。 

ウ「公民館利用申請登録状況調べ」 

  令和６年１月から６月までの新規登録・更新の申請のあった団体について、活

動区分、会費等をまとめたものが事務局から報告された。 

⑶ 審議事項 

①公民館事業の計画について 
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   貫井南分館からは、成人学校「追いかけ梅結びの水引お正月リース」を提出。

提案に対する質疑なし。 

⑷ その他 

 

 【１０月１５日開催分】 

⑴ 第８回公民館運営審議会の議事録の承認について 

  事前に事務局より送付された会議録について、各委員から承認された。 

⑵ 協議事項 

   公民館有料化について 

  冒頭、渡邊公民館長より、「本日の公運審は、定例的な公運審では時間が限られて

いること、また、委員相互において忌憚のない意見交換を行いたいという、本川委

員長からの要望により、開催するものである。 

  公民館には様々な活動団体があるが、使用料導入に当たり、市や教育委員会が使

用するとき、公民館主催講座、市民がつくる自主講座、公運審や企画実行委員の会

議は、無料という点については特段の異論はないものと考えている。 

  前回の公運審の資料２「公民館の有料化検討における主な活動区分」でお示しし

た１８の活動区分については、この半年間の申請書類から類推し、大まかに分類で

きると考えており、本日はこの団体区分に応じてご意見をいただきたい。 

イメージとしては、公共性・公益性のある活動なのか、趣味や習い事のような活

動なのか、という点を考慮したうえで、無料⇒免除⇒減額⇒有料のどこに位置付け

ることが妥当なのか、という視点でご意見をいただきたい。」と説明があり、各委員

から順番に発言を行った。 

なお、前回の公運審で事務局から説明があったとおり、意見交換の内容は、会議

録とし記録を残すではなく、各委員から出された意見を資料化して記録として残す

こととした。 

⑶ その他 

 

２ 令和６年度貫井南分館 今後の講座（計画）について 

 今年度の講座予算枠 成人学校３枠、市民講座１枠がある状況 

 企画実行委員から出された提案等は以下のとおり。 

・高齢者学級で反響の大きかった映像でみる小金井の歴史 文化財センターの資料を

活用するのはどうか。 

 

・「古地図でみる小金井市の変遷」 

講師：多田さんなど、文化財センター 
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・野川水量の変遷、過去の氾濫状況について 

過去の氾濫から、今後増水などで危険があるかどうかなどを学ぶ。 

野川の生き物、生態系などについての方面も学びたい。 

講師：要検討 

・JAXA 調布航空宇宙センター 見学 

近くにあるので見学してみたい。 

最近日本人の方が宇宙飛行士になっているので、学びとしてもいいのではないか。 

個人でははいることができないので、公民館としてグループとして見学できないか。 

講師：JAXA 関係者  

・NICT 情報通信研究機構 見学 

近くにあるので見学してみたい。 

高齢者学級の見学企画の候補に挙げたい。 

・アニマルウェルフェア（動物福祉について） 

欧州などでは重視され法律が整備されている。諸外国と比較した日本の現状につい

て学びたい。 

講師：新村 毅さん（東京農工大教授）など 

・身体能力のセルフチェック 

・東洋医学について 

指圧・鍼灸など 

社会医学技術学院（東町）、東京工学院専門学校（前原町）など 

・防犯講座  

近隣市で発生している在宅時に強盗が押し入る事件を顧みて、犯罪者に狙われない

家の防犯を考える。 

警察、地域安全課など 

●２月８日（土） 市民講座「インターネット依存」 青少年・保護者向け講座を実施

予定 

 

３ 各講座の報告と計画について 

【報告】 

〇成人学校「楽しくトレッキング 都民の森～紅葉編・檜原村」 

講師の説明高山への登山の話が多いので、初心者向けのポイントを話してほしい

と感じた。 

 

〇成人学校「今日から始める いきいき腸活講座」 

紙のテキストは必要、せっかく聞いたことを家に帰ると忘れてしまうので資料を
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帰る際に配るなども手だと思う。 

講座開催時には、講座の看板を張らないと受講生・他の利用者が迷子になる。 

マイクを使用しないと後ろの受講生が聞こえづらいように感じた。 

【計画】 

〇成人学校「追いかけ梅結びの水引正月リース制作」 

１１月１５日号で市報掲載予定。現在の時点で定員数を超える応募あり。 

１１月２２日（金）午後１時から抽選を行う 

〇高齢者学級「けやき学級」準備会 

１２月４日に実施予定。 

 

４ その他 

〇けやき学級について 

１０月２日の講師配布のチラシについて 

市としては、推奨しているものではないので、今後、講師が配布する配布物は事

前に確認する。来年度の講師依頼については検討事項とする。 

〇カリンバ講座 

抽選済、受講者に当選メールが届かないことが発生しているため全員に連絡を行

っている。 


